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はじめに  ～特別支援教育に携わる全ての先生方へ～ 

 
近年、特別な教育的支援を必要とする児童生徒が年々増加し、通常の学級においても、

児童生徒の特性や状態に応じた指導支援が求められています。また、このような児童生

徒の中には、通級指導教室で学習上又は生活上の困難等を改善克服するための指導を受

けている児童生徒もおり、その利用数も 10 年前の約 1.9 倍に増加しています。一方で、

特別支援学級で学ぶ児童生徒も増加しており、特に自閉症・情緒障害特別支援学級では

増加が著しく、その在籍数は 10 年前の約 2 倍となっています。 
 
このような特別支援教育を必要とする児童生徒の増加への対応や、インクルーシブ教

育システムの理念の構築による共生社会の実現のため、特別支援教育を担う教員の確保

や専門性の更なる向上が求められています。また、令和 3 年 1 月にとりまとめられた「新

しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議」の報告においても、すべての教

員に特別支援教育に関する基礎的な知識、合理的配慮に対する理解等が求められており、

文部科学省においても、通常の学級における障害のある児童生徒の増加を踏まえ、すべ

ての教員が、特別支援教育に関する理解を深め、専門性を持つことが重要としています。 
 
県教育委員会におきましても、障害のある子供と障害のない子供が、可能な限り同じ

場で学ぶ仕組みづくりを進めていくためには、すべての教員がインクルーシブ教育シス

テムについて理解を深め、専門性を高めていくことが必要と考えており、県立教育セン

ターの特別支援教育に関する研修・講座の充実を図ったり、平成 27 年度からの６年間、

「通常の学級における特別な教育的支援モデル事業（以下「モデル事業」という。）」を

全県で実施してきました。また、令和３年度からは「小学校発達障害通級指導教室指導

者等育成事業（以下「育成事業」という。）」を立ち上げ、通級指導者の育成を図るとと

もに、通常学級の教員の特別支援教育に係る専門性の向上を図っているところです。 
 
加えて、今般、通常の学級における特別な教育的支援を必要とする児童生徒を支援す

る際の一助として、本資料を作成しました。モデル事業で得られた効果的な支援や校内

外の支援体制づくり、育成事業において通級指導教室で学んだ内容を自学級に生かした

実践事例などから構成されています。多くの例示と合わせ、教室ですぐに活用できる具

体的な支援を掲載しました。 
 
障害があろうと、障害がなかろうと、どの子供も、「友達と一緒に学びたい」「授業の

内容を理解したい」という願いをもっています。通常の学級に在籍する特別な教育的支

援を必要とする児童生徒はもちろん、すべての児童生徒の学びの充実のために本資料が

活用されることを期待しています。 
 

令和５年５月 
新潟県教育委員会 
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特別支援教育の現状と課題 

 
１ 特別支援学級等の指導改善の必要性 －文部科学省通知から本県の現状を考える－ 

令和 4年 4月 27 日、文部科学省は「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用

について（通知）」を発出しました。この通知により、特別支援学級に在籍する児童生

徒が大半の時間を通常の学級で学び、特別支援学級において障害の状態や特性及び心

身の発達の段階等に応じた指導を十分に受けていない事例があることが明らかになり

ました。また、教育課程の機械的な問題や自立活動の時間が設けられていないことな

ども指摘されました。さらに、通級による指導の利用率も不十分であるとされていま

す。このことは、学びの場の変更を検討する必要性があることを示唆しています。 

本県における特別支援学級の適切な運用について現状を分析すると、以下のような

ことが考えられます。 

 

【表１】本県の特別支援学級の在籍率と週の半分以上の 

    授業を通常の学級で受けている児童生徒の割合 

 
特別支援学級の在籍率 

週の半分以上の授業を通常の学

級で受けている児童生徒の割合 

小学校 中学校 小学校 中学校 

新潟県 7.9％ 5.4％ 67.9％ 63.4％ 

全 国 3.7％ 2.8％ 54.0％ 49.0％ 

（令和４年５月１日現在：新潟市を除く ※全国の数値は令和３年度） 

 

【表２】中学校特別支援学級から高等学校（公立・市立）への進学率 

 上越 中越 下越 新潟市 全体 

高等学校 67.0％ 66.1％ 72.9％ 47.1％ 63.1％ 

高 等 部 29.7％ 32.6％ 24.3％ 52.3％ 35.1％ 

（令和４年５月１日現在：新潟市を含む） 

 

★ ここにも注目 ★    中学校特別支援学級から高等学校への進学率 

令和４年本県調査では、新潟市を除く中学校特別支援学級３年生の高等学校への進学率は上記のと

おりですが、市町村別にみると、３つの市町村で、すべての学校の特別支援学級の生徒が高等学校に進

学しています。また、全県では、111 学級で、すべての生徒が高等学校に進学している現状です。 

 

本県の特別支援学級の現状 

〇特別支援学級の在籍率が全国の約２倍で、週の半分以上の授業を通常の学級で受け

ている児童生徒の割合が全国より高いことから、適切な教育課程による指導を受け

ていない児童生徒が多いことが考えられる。 

○特別支援学級の生徒の高等学校への進学率の高さから、本来は通常の学級の在籍が
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適当と考えられる児童生徒が特別支援学級に在籍していることが考えられる。 

★ ここにも注目 ★    国連の障害者権利委員会による勧告について 

2022 年８月の国連の障害者権利委員会による審査と勧告は、障害者の権利条約に基づくわが国の特

別支援教育に係る取組について行われたものであり、障害のある子供たちを分離して教育する特別支援教

育の廃止など、条約に規定するインクルーシブ教育の実現のために必要な措置を講じるよう、日本政府に

対し、要請がありました。さらに、「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知）」の撤

回を促しました。この要請に対して、文部科学大臣は慎重な姿勢を示しつつも、勧告の趣旨を踏まえてインク

ルーシブ教育システムの推進に努めていきたい、としています。 

県教育委員会では、今後の国の動向を注視しながら、障害のある子供とない子供が可能な限り同じ場

で学ぶ仕組みづくりを進めていく必要があると考えています。また、その一方で、子供によっては、授業内容

の理解や達成感につながらない場合もあることから、多様な学びの場を提供し、習熟度や学びのスピード、

本人の特性や障害の状態などに合わせて、一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援を行うことが大

切であると認識しており、このことを踏まえて、本県の特別支援教育を推進していくこととしています。 

ただし、適切な就学判断がなされていることが前提となります。 

 

２ 通常の学級の状況 －文部科学省調査から本県の現状を考える－ 

文部科学省は令和４年 12 月に通知を発出し、通常の学級に在籍する特別な教育的支

援を必要とする児童生徒に関する調査結果を公表しました。この調査結果によると、

小・中学校において学習面または行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合が、20 年

前から表３のように増加しており、この 10 年間の増加率が高くなっています。 

本県における通常の学級及び通級による指導の適切な運用について現状を分析する

と、以下のようなことが考えられます。 

【表３】小・中学校で学習面または行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合 

平成 14 年 平成 24 年 令和４年 

6.3％ 6.5％ 8.8％ 

（令和４年 12月：文部科学省公表 ※令和４年度の小学校・中学校別の割合は表４を参照） 

 

【表４】学習面または行動面で著しい困難を示す児童生徒の通級による指導の利用割合 

 学習面または行動面で著

しい困難を示す児童生徒 

通級による指導を利用し

ている児童生徒 

通級による指導を利用し

ていない児童生徒 

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 

新潟県 
10.4％ 5.6％ 

4.4％ 1.3％ 6.0％ 4.3％ 

全 国 2.3％ 0.7％ 8.1％ 4.9％ 

（通級による指導の利用については、県は令和４年５月１日、全国は令和３年度のデータで算出） 

 

本県の通常の学級及び通級による指導の現状 

〇通常の学級に在籍する学習面または行動面で著しい困難を示す児童生徒が増加し、

必要な教育的支援が行き届いていないことが考えられる。 

○通級による指導の利用については、本県の利用率は全国の約２倍となっているが、

まだ必要とする児童生徒が一定程度いることが考えられる。 
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３ 本県の特別支援教育の課題と対応 

このような本県の現状を踏まえ、以下のように、課題と対応を整理しました。 
 

本県の特別支援教育の課題 
（１）特別支援学級 

・全県的に、週の半分以上の授業を通常の学級で受けている児童生徒の割合が高 
く、中でも 70％を超える児童生徒は約 100 人にのぼっていることから、一人一 
人に応じた適切な教育課程の編成についての確認と改善が課題である。 

  ・通常の学級での授業を受けている割合が高いこと、高等学校への進学率が高い 
ことから、適切な学びの場の設定についての確認と改善が課題である。 

（２）通級による指導 
  全国に比較し、通級を利用する児童生徒の割合は高いものの、教室の未設置や 
  保護者の送迎負担の問題から、利用できない児童生徒は一定数いるものと考え 
  られる。さらには、特別支援学級在籍者の中に、通級による指導が適切と思わ 
  れるケースもあることから、引き続き、教室の設置を推進するとともに、ニー 

ズのある児童生徒が利用しやすくするための仕組みを整えることが課題であ 
る。 

（３）通常の学級 
全国に比べ本県においては、通級による指導の利用率が高いものの、学習面ま 
たは行動面で著しい困難を示す児童生徒のうち、小学校で約６割、中学校で約 
８割の児童生徒が通級による指導を利用していないことから、通常の学級での 
指導・支援の充実が課題である。 

（４）すべての学びの場 
   すべての学びの場における教員の特別支援教育に係る資質・能力の向上が課題 

である。 
本県の特別支援教育の課題への対応 

（１）特別支援学級 
・各市町村に対する適切な就学判断に係る指導・助言の強化 
・適切な教育課程の編成に係る指導・助言の強化 

（２）通級による指導 
・小学校発達障害通級指導教室担当者等育成事業を活用した指導者の育成 
・通級指導教室の計画的な設置と巡回指導等を活用した利用促進 

（３）通常の学級 
・発達障害等に関する研修の充実や支援事例集の作成・活用促進 

 
今後、適切な就学判断に係る指導・助言を強化することにより、特別支援学級の在

籍が減少し、通常の学級の在籍や通級指導教室の利用が増加する方向へ動いていくこ

とが予想されます。このような動きに応じて、通級指導教室の指導者の育成が急務に

なります。同時に、通級指導教室の利用者を含め、通常の学級に在籍する学習面また

は行動面で著しい困難を示す児童生徒に対して、より適切に支援を提供することが必

要となります。そのため、小学校発達障害通級指導教室担当者等育成事業の活用等に

よって通常の学級の担任の資質向上や通級指導者の育成を図っていくとともに、発達

障害等に関する研修の充実や支援事例集の作成・活用促進も進めていきます。 
インクルーシブ教育システムの推進が加速し、特に通常の学級の担任の果たす役割

が重視される中、その資質・能力の向上が急務となっています。ぜひ、本資料を積極

的に活用していただき、通常の学級での指導支援を充実させてほしいと願っています。 
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 県教育委員会では、インクルーシブ教育システムの理念に基づく特別支

援教育を一層推進することにより、通級による指導を希望する児童生徒が

増加するとともに、通常の学級等の担当教員一人一人の、特別支援教育に

係る専門性の一層の向上が必要となると考えています。 

 そこで、令和３年度から「小学校発達障害通級指導教室指導者等育成事

業（以下「育成事業」）」を新たに立ち上げ、実施してきました。 

 

小学校発達障害通級指導教室指導者等育成事業 
○目的 

  小学校の通常の学級等の担当教員を対象に、通級指導教室の支援を研修する機会 

を設定し、指導者を育成するとともに、特別支援教育に係る専門性の向上を図る。 

 ○方法 

  小学校の通常の学級等の担当教員が、発達障害通級指導教室へ出向き、OJT方式 

で週１回程度研修します。主な内容は「通級教室の指導支援の参観」「STやMTとし 

ての指導支援」「通級での指導支援を自学級で生かした指導実践」などです。 

 

通級による指導の成果は、通常の学級で発揮されてこそ、本当の成果と

言えます。通級指導教室の担当教員と連携したり、日々の学習指導等に生

かしたりするなど、通常の学級の担当教員が果たす役割は、今まで以上に

重要になってきます。 

発達障害通級指導教室は、通常の学級の中で支援を要する子供に対して、

きめ細やかで専門的な指導・支援を行う場です。主に、個別又はグループに

おいて子供自身が学習活動や生活を振り返り、活動を通して自己理解を深

めたり、学習及び生活上の困難に対応できるスキルなどを習得したりする

ことにより、通常の学級等での生活がスムーズに送れるよう、特性に応じ

て指導を行っています。 

このような発達障害通級指導教室の取組や支援の連続性を図るには、通

常の学級の担任と通級指導の担当とが連携することが大切です。そのため

の方法として、子供についての共通理解を図り、目標や支援を共有し、役割

を明確にした個別の指導計画を作成、実施することが必要です。子供の対

応で、通常の学級の担任が一人で悩みを抱え込むことがないよう、関係職

員と連携した指導・支援に努めることが重要です。 

第１章 子供の課題別の対応事例 
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 第１章では、育成事業の取組を基にして、通級指導教室と通常の学級の

連携した指導・支援について、学習面と行動面で課題別に30の対応事例を

作成しました。以下に示した課題一覧と事例の構成をご覧いただき、対応

事例を読み進めてください。 

 

＜課題一覧＞ 

学習面 行動面 

（不注意） 

行動面 

（多動性） 

行動面 

（衝動性） 

行動面 

（対人関係） 

行動面 

（こだわり） 

聞く､話す､読む、

書く､計算する､

推論する 

軽率な行動、集中

力がない、忘れっ

ぽい 等 

そわそわ動く、離

席する、過度に走

り回る 等 

人の体に触る、過

度に話す、順番が

待てない 等 

謝れない、配慮せ

ずに言う、周りが

見えない 等 

執着する、必要以

上に気にする､ 

強い思い込み 等 

 

＜事例の構成＞ 

 

 

支援を要する子供が、学校生活において様々な活動に参加し、友達と共

に学び育ち合う過程で、授業につまずいたり、不安定になったり、困って不

適切な行動をしたりしている様子を挙げました。 

 

教師が子供のことや支援等に悩む際には、子供の感じている困難さに気付

いていなかったり子供の障害特性に対する理解が不足していたりすること

が考えられます。｢子供の視点｣と｢教師の視点｣の“ズレ”を捉え、トラブル

の要因を解説しました。 

 

トラブルの要因を踏まえ、子供がもてる力を最大限発揮しながら 

主体的に学習するための指導・支援のポイントを示しました。 

 

 通級指導教室の担当による実際の自立活動の指導や教材活用の他、子供

の在籍学級担任と連携して支援する内容等を示しました。また、通級指導

の教材を在籍学級で活用した個別支援や、支援を要する子供も含む学級全

体に向けたユニバーサルデザインの実践例を示しました。 

 

子供に寄り添い適切な行動に導き、関係者が連携して支援する 

ための心得です。 

1．子供の様子 

2．要因 

3．指導・支援のポイント 

5．ココダネ 

4．「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 
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 連携して｢子供の視点｣と｢教師の視点｣の“ズレ”を考える 

1 教師の 

悩み 

3 寄り添い 

連携する 

2“ズレ″

って何？ 
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発言 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・教室内の座席配置を変更し、人の出入りや騒音が少なく、教師の顔が

見えやすい場所にＡさんの席を移動させた。 

・クラス全体に指示を出すときは、クラス全体を静かにさせてから、短

い文ではっきりと話すようにした。また、口頭での指示だけでなく、

指示カードやプリントを活用し、視覚的にも理解できるようにした。 

在
籍
学
級 

 

＜小学校５年生 Ａさん＞ 

聞こえには異常がないのに、クラス全体に向けた口頭での指示が伝わ 

りにくいＡさん。授業中は静かに先生の話を聞いているように見えます 

が、よく理解していなかったり、見当違いな返答をしたりします。 

 

 個別に言われると聞き取れるが、集団場面では難しい子 

 

・本人と話し合いながら、どんな状況で聞き取りにくくなるかについて

確認した。そして、それを踏まえて、ノイズキャンセリング機能付き

のイヤホンや音声を文字変換するアプリ等のツールを試した。 

・グループ活動の際に、話し手の顔や口元を見ながら話を聞くことや、

聞いた内容をメモにとって相手に確認することなどの練習を行った。 

 

通
級
指
導
教
室 

 

   【 Ａさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 集中して聞いているつもりなの

に、何故いつも怒られるの…？ 

  いつもうわの空で聞いているか

ら、指示が分からなくなるんだ。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

  

“ズレ” 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

 ⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

「人混みでの会話が聞きづらい」「スピーカー越しの声が聞きづらい」等、人

によって症状や程度は様々です。まずはどんな状況で困難が生じやすいかといっ

た自己理解を促し、本人に合った対応を一緒に検討していきましょう。 

Ａさんのように、聞こえには異常がないにも関わらず、日常生活での聞き取りに
困難を抱える子供がいます。本人は一生懸命に聞いていても、周囲からは「話を聞
いていない」と見なされ、対人関係や学習・仕事に影響を及ぼすこともあります。 

聞き取りの程度や症状をアセスメントしたうえで、教室内の環境調整を 

行うとともに、聞き取りにくさを補う対処法やツールの使用を検討する。 

ココダネ 

  
この内容で 

合ってる？ 

  指示を出し

ます 

学習面－聞く－事例１ 
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・全体に指示を出すときは、指示することを言葉や絵で示し、 

視覚化して確認できるようにした。 

・「話をします」と事前に伝え、注意を向けてから話しを始めた。 

・間違って理解しているときには、本人の理解の仕方を確認すると 

ともに、正しい情報を視覚化して示すようにした。 

在
籍
学
級 

 

 

 

 

 

＜小学校４年生 Ｂさん＞ 

先生が「今日の体育は、グラウンドではなく体育館です」と指示

を出すと、Ｂさんは、グラウンドに行こうとしました。その後、周

りの子供が体育館に行くのを見て体育館に向かいました。 

 

 指示の理解が難しい子 

  【 Ｂさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 グラウンドって言ってたよね。 

あれ、違うのかな？ 

  しっかり話を聞いてほしいな。 

 さっき説明したのに！ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

  

“ズレ” 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 話を聞いていても覚えていることが難しく、聞き間違いや捉え間違いをする

ことがあります。指示の理解の様子を本人からよく聞き取り、本人が聞き取り

やすい支援を考えていきましょう。 

 

 指示を理解できない子供の中には、話の一部の言葉だけに注意が向き、指示全
体を正確に理解することが難しくなる子供もいます。また、聞いた言葉を覚えて
いることが難しいため、指示を理解するのが難しいのかもしれません。 

本人の理解の仕方を確認しながら、正しく話を聞いて理解できるよう 

に、指示や支援の仕方を工夫する。 

ココダネ 

 
最後に残ったのは

誰でしょう。 

 
ここに書いてある

のを見てください。 

  

⒈ 子供の様子 

学習面－聞く－事例２ 

通
級
指
導
教
室 

 
・全体に話をするときには、注意を向けることができるよう声を 

かけ、重要な言葉や部分を図や文字で示しながら説明した。 

・物語の読み聞かせをし、話の内容を確認するゲームを行った。 

・書いてある文章と読み上げた文章の違いを探す間違い探しゲー 

ムを行い、集中して聞く練習をした。 
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… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

＜小学校５年生 Ｃさん＞ 

授業中、教師から「Ｃさんだったら、これはどう思いますか」と質

問されましたが、Ｃさんは何も話せず固まってしまいます。友達とよ

くおしゃべりをしますが、授業では話せないことが多いです。 

 

 

 

・手掛かりカード等を使用しながら考えをノートに整理してから、話し

やすいペアや小グループで発表するようにした。 

・「どこで」「何を」「どうした」などの少ないキーワードの文で発表す

る場面を設定し、段階的にキーワードを増やしていく。 

在
籍
学
級 

 

 

 うまく話ができない子 

 

・Ｃさんが話しやすい話題をテーマにスピーチの練習をした。「いつ」

「どこで」「誰が」「何を」「どうした（どう思った）」などのキーワー

ドを示し、順序立てて話す練習をした。 

・考えを書くための手掛かりカードを用意し、ノートに書いてから発表

する機会を設定したことで、自信を持って話せるようになった。 

通
級
指
導
教
室 

 

  【 Ｃさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 話すことがまとまらない。どんど

んプレッシャーになってしまう。 

  聞かれたことが分からないかな。

よく聞いていなかったな。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

  

“ズレ” 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

質問にうまく答えるには、「聞く力」「話す力」の両方が必要です。また、話

しやすい環境も大切です。不安に感じている理由を見取り、答えやすい支援を

工夫することで、成功体験を積み重ねられるようにしていきましょう。 

授業中に突然指名されると、何を、どの順序で話せば良いのかを、頭の中で考え
ることが難しい特性がある子供もいます。聞く力や聞かれたことを理解する力に対
しての支援よりも、考えを整理して表現できるようにする支援が必要です。 

考えを整理し文章にまとめる方法を工夫したり、考えを話す練習場面を 

設定したりするなどして、できた成功体験を積み重ねられるようにする。 

ココダネ 

 
どれだと 

思いますか？ 

学習面－話す－事例３ 
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・発表の際には、短く話すように声を掛けたり、話で分からな 

いことは質問したりして、本人の話を補い聞くようにした。 

・整理して発表ができるように、自分の考えをノートに書いた 

り、話し合ったりする時間を設けた。 

在
籍
学
級 

 

 

 

 

＜小学校２年生 Ｄさん＞ 

Ｄさんはお話をすることが大好きです。しかし、思いつくまま話

してしまって話題が飛ぶので、聞いている人は、Ｄさんが何を言い

たいのかが分かりません。 

 

 

・「あのね」と言ってから話すなど、ゆっくり話す練習をした。 

・「いつ」「どこで」「誰と」「何を」「どうした」のカードを使い 

話す内容を整理して話す時間を設けた。 

・一問一答形式で質問したり答えたりしながら、話の内容で 

分かりにくいところを補う練習をした。 

通
級
指
導
教
室 

 

  【 Ｄさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 話したいことがたくさんある！ 

でも、うまく伝わらないな。 

 何が言いたいのかな？真面目に聞い

てるのに、ふざけているのかな？ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

  

“ズレ” 

 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 注意が移りやすい子供の中には、周囲の状況や相手の気持ちに気が付かず、自
分が気になったことから話し始めてしまう子供もいます。短期記憶の苦手さや注
意の移りやすさが要因になっているかもしれません。 

 思いつくまま話すなど、筋道の通った話をするのが難しい子 

 
Ｄさんは〇〇って

言いたいのかな？ 

 

 うまく伝わらないもどかしさは、年齢が上がることで大きくなり、話すこと

への自信を失っていきます。伝えたいという気持ちを受け止め、筋道の通った

分かりやすい話ができるための具体的な方法を示していきましょう。 

一つずつお話して 

話す内容を整理し、分かりやすく伝える方法を一緒に考える。 

ココダネ 

いつ 

どこで 

だれと 

何を 

どうした 

 
電車がね、 
空を飛んでたよ、 

学習面－話す－事例４ 
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・授業では、個々の活動に取り組む前に全体に向けて問題を読み上げ

て学習課題を提示したり、全体への指示を出した後に個別に指示を

出したりした。 

・学級全体で音声教材や読み上げペンなどの ICT 機器の使用ができる

よう準備した。 

在
籍
学
級 

 

 

 

 

 

＜小学校１年生 Ｅさん＞ 

２学期になっても平仮名五十音を読むことができません。教科書

の音読ではみんなと一緒に読んでいますが、教科書を見ないで読ん

でいます。読書の時間ではいつも図鑑を見ています。 

 

 平仮名が読めない子 

 

・「ち」と「ろ」、「わ」と「ね」のように形が似ている文字を集め、

違いに注目して区別する練習をした。 

・文字ブロックやタブレット端末のアプリを使い、聞いた音を文字

に変換する練習をした。 

・音声読み上げ教材や読み上げペンの使用を試し練習した。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｅさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 なんて書いてあるんだろう。 

読めないのを知られたくないよ。 

  音読はしているけど、読めている

のかな？文字に興味がない？ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 LD 傾向の子供はどうして自分ができないかが分からず、集団の中では他の

人に知られないように隠そうとしていることがあります。本人の困り感に一

番に気付いてあげることができるのは、一番近くにいる先生です。 

 自分の名前の文字が分かり、教科書の音読もしているので、周囲の人は文字
が読めていないことに気が付かないことがあります。文字の形や線の重なりな
どを認識することに難しさを持っているかもしれません。 

本人の困り感に早く気づき、文字を認識・区別する方法や学習の 

代替方法を考える。 

ココダネ 

 次の問題の… 

文字ブロック 

読み上げ 

ペン 

学習面－読む－事例５ 
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＜小学校３年生 Ｆさん＞ 

音読の練習では、一行読み飛ばしたり、文字の語順を入れ替えて

読んでしまったりします。また、文章の最後を変えて読んでしまう

ので、全く違う意味として理解していることもあります。 

 

 読み飛ばしをする子 

 【Ｆさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 何か間違っているのかな？ 

意味が分からないな。 

  慌てて読むから間違えるのよ。 

落ち着いて読めないのかな？ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

  

“ズレ” 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 音声教材や厚紙で作ったスリットなど補助具を使用することで、読み飛ばし

や読み間違いが少なくなります。内容を理解しながら読むことができるよう、

本人が使いやすい補助具を探し、操作できるように練習しましょう。 

 文を読むことが難しい子供の中には、言葉の音の語順を入れ替えて読んだり、
文末を変えて読んでしまったりする子供もいます。本人は読み間違いに気が付か
ないことが多く、正しく文章を理解できないことがあります。 

読み間違いや読み飛ばしをせずに、文を読むことができるよう、補助具 

を使用した学習の仕方を習得する。 

ココダネ 

デイジー教科書 

 
読み上げている

場所に色がつく

スリット 

学習面－読む－事例６ 

通
級
指
導
教
室 

 

・学級全体での音読では、集中して音読できるよう、一文読み 

や全体読みなど、読み方の種類を変えて実施した。 

・音声教材やスリットの利用を学級全体で実施し、必要な場合、 

誰でも自由に使用できるようにした。 

在
籍
学
級 

 
・音声教材（デイジー教科書等）や音声教材アプリを利用し、 

音読している言葉や行をマークしながら読む練習をした。 

・読む場所を間違えないように、スリットの利用を練習した。 

・音韻が意識できるよう、しりとりや言葉集めゲームをした。 
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・問題量を半分に減らした単語テストを２回に分けて実施した。 

・発音と表記が異なる英単語については、注意する部分を意識 

できるよう、授業で取り上げた。  

・他の教科の答案を分析し、本人が理解しづらい部分を教科担 

任同士で共有した。 

在
籍
学
級 

 

 

 

 

 

＜中学校１年生 Ｇさん＞ 

英語の授業には熱心に参加し、英単語練習をノート２ページ毎日

しています。しかし、授業始めに行う１０問の英単語テストでは、

細かい部分を書き間違え、毎回１，２問しか正解できません。 

 

 英単語が書けない子 

 

・答案を分析し、ローマ字を使った誤答をＧさんと確認した。 

・英語の聞き取りが得意なことから、フォニックスを取り入れ、 

発音と文字を結び付けて覚える方法を試した。 

・読み上げた単語を文字にするアプリを使用し、スペルの確認 

をしながら単語練習する方法を練習した。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｇさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 なんで書けないのかな。 

覚えられないな。 

  発音はいいのに単語が全然書けな

いのはなぜ？ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 英語が始まる中学校では、初めてＬＤ傾向があることが分かる場合もあり

ます。努力しても習得が難しい場合は、覚え方や練習の仕方など、本人が習

得しやすい方法を一緒に考えていくことが大切です。 

 

 授業への関心もあり、単語練習も毎日たくさんしているのに、聞いた音のま
まローマ字表記で書くため、正しい綴りで書くことができません。聞いた音を
英語のスペルに置き換えることに難しさをもっているかもしれません。 

ノートや答案などから本人が間違える要因を分析し、本人が習得しや 

すい方法や補助具の使用を考える。 

ココダネ 

 
rain の母音の

スペルはaiね。 

 
「プィグ」って聞こ

えたから piＧだ。 

学習面－書く－事例７ 
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・書き取りをすることで遅れが出ないよう、タブレット端末で 

のメモ作成や板書の写真撮影をするようにした。 

・50 問テストでは、10 問ずつのテストに分けて実施した。 

・バランスよく文字が書けるよう、マス目の大きさや補助線の有無 

など多種類のプリント用紙を準備し、自ら選択して使用した。 

在
籍
学
級 

 

 

 

 

 

＜小学校４年生 Ｈさん＞ 

宿題でも漢字練習を一生懸命していますが、漢字を書くことがで

きず、50 問テストでは 10 問正解することがやっとです。漢字練習

では間違った文字で繰り返し練習してしまいます。 

 

 漢字を書くのが難しい子 

 

・文字を構成している線の重なりが分かるよう、色分けした書き順

アプリを使い、線の重なりや書き順を意識して練習した。 

・「声に出して覚える漢字練習」を使用して漢字練習をした。 

・「部首カード」を組み合わせて漢字を作るゲームで部首を覚えた。 

・漢字の間違い探しゲームで細かい部分に注目できるようにした。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｈさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 どうして書けないのかな？ 

覚えるのが難しいよ 

  練習しているのにどうして書けな

いの？もっと練習させないと！ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 漢字の学習時に反復書字を繰り返すと、間違ったまま書いたり覚えたりす

ることがあります。本人の学びやすい方法を一緒に考え、ＩＣＴ機器を適切に

利活用して学習に取り組むことができるように支援を考えていきましょう。 

 漢字が書けない要因として、線と線の重なりが分からなかったり、部首の形
を正しく認識することに難しさを持っていたりすることがあります。文字のバ
ランスの取りづらさや正しい書き順の習得が難しくなるかもしれません。 

漢字の書き取りが難しいことで教科の学習内容習得に遅れが出ない 

よう、書き取りの負担を軽減する支援を行う。 

ココダネ 

 
タブレット端末で 

入力しよう 

 
マスクの男

が勇ましい 

 

学習面－書く－事例８ 
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・簡単な暗算ゲームを授業で取り入れた。 

・計算が難しい場合は、指を使わずにノートに〇を書いて考える 

など、本人が操作しやすい方法を提案した。 

・本人と相談して使いやすい計算用紙を用意したり、問題数を調 

整したりした。 

在
籍
学
級 

 

 

 

 

 

＜小学校２年生 Ｉさん＞ 

Ｉさんは、算数の時間、指を使って計算していることがあります。

指を使うと答えを出すことができますが、数字だけでは答えをだすこ

とができません。 

 

 簡単な計算や暗算が難しい子 

 

・おはじきを使用して、１０のまとまりをいくつかに分けたり、 

２や３、５のまとまりを合わせて数えたりする練習をした。 

・「□＋３＝５」「７―□＝２」などフラッシュカードで□に数 

を入れるゲームをした。 

・〇やドットを使い、指を使わないで数える方法を一緒に考えた。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｉさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 数字だけだと分からないな 

繰り下がりがあると難しいな 

 指は使わなくても計算できるよね 

繰り下がりが分からないのかな 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 計算が苦手な子供は、できなくて困っていることを伝えることができず、

机の下で隠れて指で数えたり、間違った方法で計算したりしていることがあ

ります。子供のつまずきに気づき、早期に支援を行いましょう。 

 指やおはじきなどの半具体物を使うと計算することができても、数字だけの
操作が難しい子もいます。数をいくつかに分けたり数を合わせたりすることに
難しさをもっているかもしれません。 

数のまとまりを作ったり、分けたりする練習を行い、簡単な数の 

操作ができるよう支援する。 

ココダネ 

 
ノートに〇を書い

て数えて確認して

もいいね 

８ 

 １０―３は？ 

学習面－計算する－事例９ 
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・通級指導教室で使用している本人の言語能力に合ったプリント教 

材を参考に全教科のプリント教材を作成するようにした。 

中学校の場合は教科担任制となっているので、担任が見本を作 

成し、見本をもとに全教科で共通して教材が作られるようにした。 

・自信を喪失している場合が多いのでできているところに目を向け、褒めた。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校４年生 Ｊさん＞ 

学年相応の計算や暗算はできますが、文章問題になると思考がと

まってしまい、どのように立式したらよいかが分からないため、だ

んだんと算数嫌いになってきました。 

 

 学年相応の文章題を解くのが難しい子 

  【 Ｊさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 文章の意味が分からない。だから 

式を立てることができない。 

 学年相応の計算や暗算はできるのに 

文章問題が分からないはずがない。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

 

このような特性のある子供たちは、「ワーキングメモリー」の働きが弱い場

合があります。ＷＩＳＣ等の検査で確認するなどもの対応が望まれます。 

Ｊさんは、視覚認知面の課題、言語力、数学的推論の困難さの特性があります。
文章問題のみを多く課題に出したり、繰り返し学習を行ったりしてもなかなか改
善が見込めず、算数嫌いを助長してしまいます。 

文章題を読んであげ聴覚情報から内容を理解できるか確認をする。 

短い文章や易しい単語を使った問題を作成し、一緒に考える。 

ココダネ 

学習面－計算する－事例 10 

  

“ズレ” 

通
級
指
導
教
室 

 
・聴覚情報をどれくらい内容理解できているか確認し、理解できてい

れば文章題を読むことで問題がある程度解けるようになった。 

・在籍学級の担任と連携し、日常生活で使用していることばを把握し、

発達段階に応じた単語と文章量による出題をすることにより立式

できるようになった。 
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・たくさんのことを一度に指示せず、一つのみ話すようにしたら、 

 内容を理解することできることが増え、自信につながった。 

・その自信がもとで以前より明るくなった。 

・自分の気持ちや考えを伝えることは苦手だが、ゆっくりと耳を 

傾け、話を聞くことで少しずつ話せるようになった。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校６年生 Ｋさん＞ 

授業中に尋ねられた内容に適切に受け答えができない、決まった

パターンの文章しか話せなかったり書けなかったりし、自信がもて

ずいつも元気がありません。 

 

 事実の因果関係を理解することが難しい子 

 

・時間をかけて聞き、内容を確認したり、児童生徒同士認め合う等 

の環境づくりをしたりすることで話しやすい雰囲気づくりをした。 

・話し方のひな形（初めに、次に、最後に等）を提示した。 

・作文を書く時には写真や文字で手がかり（時間、場所、人等）を 

 示して項目カードにし、並べ替えたカードを見ながら書くようにした。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｋさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 何を聞かれているか分からないし、

どう答えていいか分からない。 

 なぜ質問をするともごもご答えたり、 

作文が稚拙だったりするんだろう。 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

話すことや書くことをいきなり始めようとせず、できごと等の状況を視覚

的に整理することを習慣化し、その上でまずは短い文から段階的に文量を増

やしていくようにしていきましょう。 

Ｋさんは、話ことばによる理解が難しい特性があります。また、適切な表現で
自分の気持ちや考えを表現することが苦手です。因果関係を理解しにくい特性も
あることから、物事を筋道立てて考えることに困難さを感じることが多いです。 

具体的なことばを使い、絵カード、写真、文字カード等を活用すること 

で、視覚的にとらえたり、頭の中で状況を整理したりすることができるよ 

うな働きかけをしていくことが大事です。 

ココダネ 

学習面－推論する－事例 11 
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在
籍
学
級 

 

・通級指導教室で行った新奇な場面での行動プランニングを 

 少人数グループで実施した。時々友達と意見交換し、対象児 

 の行動バリエーションの拡大につなげていった。 

・これまでの学びを活用できる内容で校外学習を意図的に実施し、対象児の変容の 

みとりと、友達同士の助け合いの場面を設定して互いの心の醸成をしていった。 

 

＜小学校６年生 Ｌさん＞ 

Ｌさんはバスで登校しています。台風の接近によりバス時間が大幅に遅れ

ましたが、どうやって時間を調べるかよく分かりません。 

いつもの時間での行動はできますが、状況に応じた行動の修正が苦手です。 

 

  目的に沿って行動を計画し、必要に応じてそれを修正することが難しい子 

 

・困った経験（事例）をもとにその時にとった行動を可視化でき 

 るようにまとめ、修正点を一緒に考える経験を積んでいった。 

・新規な場面（必ず普段の本人の生活と連動）を想定し、どのよう

に行動するか考える場面を設定した。カードを使って行動を 

 列挙し、時に並び替えて行動修正のポイントをおさえていった。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｌさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 いつもと違うことが生じたとき、

どのようにすればいいか困る。 

  いつもやっていることだから難し

くもないし、できるでしょ。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

困り方及び困り感の程度は個々によって違います。まずは、対象者の話を

しっかりと聞いて実態把握していくことが大切です。そしてその困り感に沿

ったプランニング力、行動の修正力、対応力を育てていきましょう。 

Ｌさんは、物事を一つ一つ組み立てていきながらプランニングしたり、途中
で臨機応変に変更したりすることが苦手です。そのため、計画になかったこと
や経験したことがない場面に遭遇したときに、どう行動すればよいかとても悩
みます。 

 プランニングが苦手な子供には、視覚的に頭の中を整理する習慣を身に 

付け少しずつ対応できる力を付けていきます。 

ココダネ 

学習面－推論する－事例 12 
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・黒板前方中央に座席配置したことや、称賛を心掛けることで、 

他のことに気が向くことが減り、教師に注目することが増えた。 

・通級指導教室で使用しているスケジュールカードを授業でも活 

用し、時間の目安を伝えて各活動の見通しをもてるようにした 

ことで、集中して取り組もうとする姿が増えた。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校３年生 Ｍさん＞ 

授業中、窓の外の景色や廊下の物音に関心が向くなど、他のこと

に気をとられたり、注意が向いてしまったりするため、授業に集中

できません。 

 

 他のことが気になって、授業に集中できない子 

 

・活動中は即時評価を心掛け、うまく取り組めたときはさりげなく称

賛することで、教師への注目や活動への参加意欲を高めた。 

・学習内容をスケジュールカードで示すことで、途中で集中が途切 

れてもカードを確認し、再び活動に戻れるよう働きかけた。 

・在籍学級担任と連携し、活動に集中しやすい座席を検討した。 

通
級
指
導
教
室 

 

  【 Ｍさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 授業よりも、窓の外の景色や廊下

の音に気が向いてしまう。 

 授業に集中していない。前を向いて 

話を聞かなきゃダメだ。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

授業に集中できない理由を丁寧に聞き取り、解決策を一緒に考えていくこと

が大切です。また、集中が途切れてしまっても、様々なツールを活用して適切

に行動できたという経験を増やし、自己調整力を育てていきましょう。 

Ｍさんは、注意が逸れやすく、集中を持続させることが難しい特性があります。
授業に集中するよう口頭で繰り返し注意を喚起しても改善が見込めないばかり
か、逆に学習への意欲を低下させてしまいます。 

個別の働き掛けやグループでの話合い、席順の工夫などの手立てについて 

本人が授業に集中できる方法を一緒に考える。 

ココダネ 

行動面－不注意－事例 13 

  

“ズレ” 
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・翌日の予定や持ちものが一目で分かるように、教室内の連絡黒板を 

見やすくシンプルに書くように工夫した。 

・連絡帳の代わりにタブレット端末を使用することも認めた。 

・メモをうまく活用できたときには即時評価し、成功体験を積ませた。 

・忘れ物をしたときの報告の仕方などをクラス全体で確認した。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校６年生 Ｎさん＞ 

宿題や先生の指示などをいつも忘れてしまうＮさん。毎日、連絡帳 

に翌日の連絡を書いていても、何かしら忘れてきます。机の中も乱雑 

で、以前配布したプリントがしわくちゃで出てくることもあります。 

 
 

 忘れ物が多い子 

 

・撮影した画像も取り込める絵日記アプリを利用して、毎日の連絡事

項をタブレット端末に記録する方法を練習した。 

・タブレット端末のリマインダーに、家で翌日の準備をする時間を設

定し、毎日決まった時間に準備をするよう習慣づけた。 

・教科ごとに持ち物をまとめたファイルを一緒に作成し、活用した。 

通
級
指
導
教
室 

 

   【 Ｎさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 学校の持ち物って多いんだよな。

あれ、絵の具ってどこだっけ？ 

  だらしない子だ。放っておけば、

困って自分で何とかするかな。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

忘れ物が多い子には、「聴覚的な短期記憶の弱さから口頭での指示をすぐに忘

れてしまう」「書くことが苦手でメモをとれない」など、様々な要因が考えられ

ます。どこにつまずきがあるか丁寧なアセスメントが必要ですね。 

例えば、「明日は算数があります」と言っても、教科書以外にノートやドリル、
三角定規など、複数の持ち物が必要な場合があります。注意や記憶の力に弱さが
ある子にとっては、高いハードルになっているかもしれません。 

ツールやアプリ等を活用しながら、その子に合った記録方法や物事の 

整理の仕方を見つけられるように支援する。 

ココダネ 

 写真付きだと
分かりやすい 

行動面－不注意－事例 14 

  

“ズレ” 
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・通級指導教室で使用しているタイマーを活用し、授業が終わったら、

次の活動が分かるようにタイマーをセットして休憩に入るように声

掛けを行った。 

・教室の黒板に１日のスケジュールを分かりやすく掲示した。 

・うまく行動できた場合に、その場ですぐに称賛した。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校２年生 Ｏさん＞ 

休み時間に絵を描いていたＯさん。授業が始まってもやめないた

め、担任から「授業を始めるから片付けて」と声を掛けられること

がしばしば見られます。 

 

 やりたいことに没頭し、周りが見えなくなってしまう子 

 

・タイマーを活用し活動時間の区別が視覚的・聴覚的に分かるように

した上で、細かなスケジュールで区切られた複数の活動を設定し、

時間を意識する行動について学習を行った。 

・活動スケジュールを黒板や机上に掲示するなど、見通しを持てるよ

うに工夫して、活動に取り組むようにした。 

通
級
指
導
教
室 

 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

子供に対する一方的で高圧的案指導は、教師への恐怖心や反発につながるこ

とがあります。子供に寄り添い、適切な言動での対応を一緒に考えることで、

自ら気持ちを切り替えて行動することが増えていきます。 

 

休み時間と授業時間を区別し、次の予定に合わせて行動するなど、自ら 

見通しをもって行動できるように工夫する。 

ココダネ 

スケジュール 

５時～ ○○ 

６時～ △△ 

７時～ ◇◇ 

行動面－不注意－事例 15 

  【 Ｏさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 絵を描いていたい。（授業が始まっ

たことに気付いていない） 

  繰り返し注意しているのに、早く

準備して。怠けている子だ。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

Ｏさんは、活動に没頭すると周りが見えなくなる特性があるため、授業が始ま
ったことに気付かなかったと考えられます。こうした子を「自分勝手な子」「ル
ールを守れない子」等と捉えると、誤った指導になりがちです。 

  

“ズレ” 
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・授業中にＰさんから絵カードの提示があった際は、説明をもう一度 

繰り返したり、側まで行ってさりげなくヒントを出したりするなど、 

Ｐさんに合わせたサポートを行った。 

・ユニバーサルデザインの観点から授業を見直し、手順カード等で視 

覚的にも分かりやすく示しながら説明するようにした。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校３年生 Ｐさん＞ 

授業中、教科書の説明を聞いたり、練習問題を解いたりする場面に

なると、突然席を立って他の子にちょっかいを出すことがあります。 

 授業中、席を離れて授業を妨害する子 

   【 Ｐさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 自分だけ置いて行かれているよう

で、イライラする。 

  落ち着いて座っていられない子だ

な。厳しく指導しないと。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

まずは、指示の出し方を工夫したり、課題の調整を行ったりして、Ｐさんが

意欲的に活動できる時間を増やすところから始めましょう。うまくできている

ことを褒め、活動に達成感をもてるような働きかけも大切です。 

どんな活動や状況のときに離席が起こりやすいか観察してみると、Ｐさんの場
合は、説明を聞いたり、練習問題を解いたりすることに要因がありそうです。不
適切な行動を止めさせるだけの対応では、なかなかうまくいきません。 

子供が活動に進んで取り組めるように、その子にとって分かりやすい 

説明の仕方や、取り組みやすい活動内容にする。 

ココダネ 

 
伝えるって 
大事だね。 

 

 少し休憩し 
てこよう。 

行動面－多動性－事例 16 

  

“ズレ” 

通
級
指
導
教
室 

 
・図などに書き込みながら、「授業で分からなくなるとイライラする」

「イライラすると席を立ってしまう」ことを一緒に確認した。本人

が苦手な活動等について担任と情報共有した。 

・授業中、困ったときに絵カードで気持ちを伝えることや、我慢でき

ないときは先生に伝えてから別室でクールダウンすることにした。 
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・動きたくてソワソワしてきたら、椅子の脚に付けたゴムを引っ張っ 

たり、スクイーズをそっと握ったりしてもよいとＱさんに伝えた。 

・授業の見通しを持たせるなど、安心して学習できる環境を整えた。 

・Ｑさんがソワソワしている様子が見られたら、ペアワークを行った

り、Ｑさんに教材配布を頼んだりして、授業中に動く機会を設けた。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校４年生 Ｑさん＞ 

授業中、手遊びをしたり椅子をガタガタさせたり、常に落ち着きがな

いＱさん。机や椅子をＱさんの体のサイズに合わせるなど調整をしたの

ですが、一向におさまりません。 

 

 常にそわそわと落ち着きがない子 

 

・落ち着いて活動できる環境や手立てを一緒に検討した。その結果、

掌で感触を楽しむ“スクイーズ”や、椅子の脚にゴムをつけること

がＱさんに合うと分かった。 

・様々な感覚を整理し、体をコントロールする練習として、手押し相

撲やおしくらまんじゅうを楽しんだ。 

通
級
指
導
教
室 

 【 Ｑさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 じっとしていると落ち着かない。 

体が勝手に動いちゃうんだ…。 

  また授業に集中していない！ 

周りの迷惑を考えないのかな。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

落ち着きなく常に体を動かしてしまう場合、自分の体の動きに気づきにく

かったり、不安やストレス、感覚過敏が影響していたりする場合がありま

す。その子に合った環境調整や手立てを本人と一緒に考えてみましょう。 

不安やストレスから感覚刺激を強く求め、無意識に体が動いてしまう子がい
ます。「静かにしなさい」と表面上の行動だけをやめさせようとしても、子供は
困ってしまいます。 

どんな状況で落ち着きがなくなるかを把握し、適切な環境調整を行うと 

ともに、周囲に受け入れられやすい代替行動を考えていけるように支援する。 

ココダネ 

 
自分にはコレ
が合うみたい 

 今は動いて
もいい時間 

⒈ 子供の様子 

行動面－多動性－事例 17 
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・授業では子供が見通しをもって話せるように、教師が発問する際は

「何を」「どのように」「どのくらいの時間で」答えるのかをクラス 

全体に明示したうえで、考えさせるようにした。 

・子供の発言中にその内容を黒板に書いたり、「○○と考えたのです

ね」と整理したりして、子供が筋道をたてて伝えられるようにした。 

在
籍
学
級 

 

＜小学校５年生 Ｒさん＞ 

話し出すと止まらないＲさん。授業中に指名されたときも、延々と

話し続けます。話しているうちに自分でも何について話しているのか

分からなくなり、話題が次から次へと変わっていきます。 

 

 ずっと話をし続ける子 

 

・プレイヤー同士が質問し合う「質問すごろく」や「質問カードゲーム」

を行い、決められた時間内で自分の意見を伝える練習を行った。 

・発表の際は、あらかじめ伝えたい内容のキーワードをタブレット端末

に入力し、そのキーワードを確認しながら話す活動を行うことで、

「伝えたいこと」を意識できるようになってきた。 

 

通
級
指
導
教
室 

 【 Ｒさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 話したいことがどんどん湧いてき

ちゃう。皆に聞いてほしい！ 

  空気を読んでほしい。皆ウンザリ

しているのに気がつかないの？ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

まずは本人の「伝えたい」という想いをしっかりと受け止めましょう。そ

のうえで、上手な伝え方のポイントを確認し、伝え方次第で自分の考えが相

手により伝わりやすくなるという経験を増やしていくことが大切です。 

Ｒさんは、質問されたことや伝えたいことを頭の中で整理する力が弱く、要点
をまとめてから話すことが難しいようです。また、一度話し出すと自分でも行動
のコントロールが効かず、周囲からは「空気を読まない子」と見られがちです。 

上手な伝え方のポイントを理解させるとともに、「質問されたこと」や 

「伝えたい内容」を整理して話すことができるような手立てを考える。 

ココダネ 

 

【
話
す
内
容
】 

 

私
は
○
○
が
い
い

と
思
い
ま
す
。 

 

理
由
は
…
だ
か
ら

で
す
。 

【
話
す
時
間
】
２
分 

A 
 意見は

Aです 

行動面－多動性－事例 18 
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・LHR で「パーソナルスペース」について取り上げ、自分のスペースに

立ち入られたときの気持ちや態度について話し合う機会を持つこと

で、学級全体にお互いに尊重しあう雰囲気が生まれた。 

・LHR で「相手への伝え方」についてグループで話し合い、好ましい関

わり方について考える時間をもった。 

在
籍
学
級 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜中学校２年生 Ｓさん＞ 

休み時間に、友達に対して、急に後ろから覆いかぶさったり背中

を押したりするので相手がいつも驚いてしまいます。「やめろ」と言

っても本気に受け取らないので周りの子が困っています。 

 

 すぐに人の体に触ってしまう子 

 

・「パーソナルスペース」が一人一人にあり、お互いに関係を保つた

めには大切な距離感があることを学び、具体的な距離を実際に体験

することで、相手との距離を意識するようになった。 

・相手を尊重する関わり方についてグループで話し合い、いろいろな

声のかけ方や関わり方を知ることで態度の変化が見られた。 

通
級
指
導
教
室 

 

  【 Ｓさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 仲がいいんだから何やってもいい

だろ？なんで怒るんだ。 

  急にされたら、普通は嫌でしょ！ 

声をかければいいのに！ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

  

“ズレ” 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

相手の気持ちが分からなかったり、気が付きにくかったりするために、相手

が嫌がる行動を繰り返すことがあります。相手の気持ちに気が付き、好ましい

声のかけ方や話し方などを一緒に考えていきましょう。 

相手との距離が近く、すぐに人に触れてしまう子供の中には、触覚的刺激を求
めていることがあります。相手が嫌がっていることや注意されていることに気が
付かず、相手が嫌がる関わり方を繰り返しているかもしれません。 

相手の表情や態度から相手の気持ちに気付き、好ましい言葉のかけ方や 

関わり方を考えられるようにする。 

ココダネ 

 今時間ある？ 

 いいよ、何？ 

行動面－衝動性－事例 19 
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＜小学校３年生 Ｔさん＞ 

授業中、先生が問題と読んでいる途中に答えが分かると、指名さ

れるのを待てずに答えを言うため、クラスの友達も考えることがで

きずに困っています。 

 

 

 

・「挙手をする→先生が発言する順番を明示→先生が指名する→立っ

て発言する」という一連の流れのルールをクラス全体で確認した。 

・発言したり聞いたりする際のルールのイラストを掲示し、忘れてい

るときに確認できるようにしたり、発言する順番を名前カード等で

明示したりしたことで、突発的な発言に気を付けるようになった。 

在
籍
学
級 

 

 

 問題の答えが分かると、すぐに言ってしまう子 

 

 

・授業や生活場面において、相手と会話する状況をイラストで示

し、話をして良いタイミングを確認した。 

・ボールを持っている人が「話す人」、ボールを持っていない人が

「聞く人」の役割を決めて、会話の練習をした。始めは 1対１か

ら始め、その後、複数人で会話する場面を設定した。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｔさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 答えが分かったから、すぐに先生

に言いたい。 

  注目を浴びようと、わざとやって

いるな。自分勝手な子だ。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

状況の理解等を指導してもすぐに忘れてしまうこともありますが、根気強

く、繰り返し説明することで、次第にルールを身に付けていきます。また、本

人だけの指導にせず、クラス全体でルールを確認することも効果的です。 

Ｔさんは状況判断の困難さや衝動性があるため、思いついたことをすぐに口
に出してしまう特性があります。悪気があるわけではなく、むしろ学習意欲が
高い子なので、強く叱責されると学習意欲が低下してしまう恐れがあります。 

意欲的な姿を受け止め、適切な状況を具体的に伝えたり、繰り返し確認 

したりする。 

ココダネ 

 

 話をきく 

 

 
 

１ 
２ 

行動面－衝動性－事例 20 
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・イライラしそうな場面を想定し、事前に対処方法を確認した。 

・イライラした気持ちを受け止めるようにし、冷静になれる場所で過

ごすことや気持ちの落ち着け方を決めて取り組むようにした。 

・定期的に担任と通級で確認した対処方法を確認することや行動を振

り返る機会を設けた。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校３年生 Ｕさん＞ 

休み時間に友達と鬼ごっこをして遊んでいると、タッチされたこ

とにイライラし、友達に暴言を吐いてトラブルになりました。嫌な

ことがあると、相手に気持ちをぶつけてしまうことがあります。 

 

 イライラした気持ちを相手にぶつけてしまう子 

 

・６秒間深呼吸をする練習をしたり、場面に応じたシミュレーションを

したりしたことで、自分で気持ちを落ち着かせるようになってきた。 

・使うとよい「はげまし言葉」、使ってはいけない「ＮＧ言葉」を一緒

に考えた。本人の好きなカードゲーム等をして適切な言葉遣いがで

きたかどうかを振り返り、適切なやりとりを確認した。 

 

 【 Ｕさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 ルールは分かるが、なんで俺をタ

ッチするんだ。許せない。 

  厳しく注意して、暴言を止めさせ

ないといけないな。 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

分かってはいるけど、どうしたらいいか分からず、不適切な行動をしてしま

うことがあります。教師が一方的に対処方法を伝えるのではなく、様々な選択

肢の中から本人が決めて取り組み、行動を振り返ることが大切です。 

Ｕさんは、イライラした気持ちをコントロールすることが難しい特性がある
ため、本人に合った対処方法を考えていく必要があります。Ｕさんの暴言のよ
うなマイナスな行動にばかり注目してしまうと対応を誤ってしまいます。 

本人の気持ちを受け止め、イライラしたときの具体的な対処方法を 

身に付けられるようにする。 

ココダネ 

行動面－衝動性－事例 21 

通
級
指
導
教
室 
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・トラブルが起きた時には、本人の気持ちを聞くと同時に、相手 

の気持ちを担任が代弁して伝えるようにした。 

・コミック会話を使って状況を振り返り、自分の気持ちや好ましい 

関わり方について考える時間をもつことで、自ら好ましい関わり 

方に変えようとする姿が増えた。 

在
籍
学
級 

 

 

＜小学校５年生 Ｖさん＞ 

サッカーで負けて悔しがっている子に対して、「あなたがミスし

たから負けたんでしょ」と言い、けんかになってしまいました。 

Ｖさんは、相手が怒る理由が分からないみたいです。 

 

 相手の気持ちに気が付きにくい子 

 

・場面カードを使い、場面ごとの人の気持ちについて話し合った。ロ

ールプレイなどで役割を交代しながら、状況に応じた気持ちを考え

る練習をした。 

・コミック会話を用い、場面の状況や気持ちについて考える機会を設

定することで、相手の気持ちに気が付きやすいことが分かった。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｖさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 あの子がミスしなければ負けなか

ったのに。なんで怒るんだ？ 

  負けて悔しがっている子には見守

るか励ましてほしいのに・・・ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

教師が一方的に不適切な行動を注意するだけでは、子供はいつまでも相手

の気持ちを理解することが難しくなります。周囲の人が子供に状況や気持ち

を説明することで、子供自身の気付きや好ましい関わり方につながります。 

Ｖさんは、自分のミスで試合に負けたと思って悔しがっている友達の気持ちに
気付いていません。先生は、Ｖさんが友達の悔しがっている様子を見ているにも
かかわらず、責めるような言い方をする理由が分からず、対応に困っています。 

 実際に起こった場の状況を適切に理解できるよう、関係する人の立場や 

気持ち等を考える機会をもち、好ましい関わり方について理解を促す。 

ココダネ 

あなたの

せいよ！ 

 

け！ 
邪魔だ、どけ！ 

 
怖いよ 

行動面－対人－事例 22 
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在
籍
学
級 

 

・本人の気持ちをよく聞いて気持ちを受け止めた上で、適切な 

関わり方について話し合った。 

・学級全体で好ましい言葉かけや関わり方について話し合う機会 

をもった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜小学校４年生 Ｗさん＞ 

ドッジボールで負けた時に、同じチームの友達に向かって「もっ

としっかり練習しなさい」と言い、「そんなこと言ったらだめだよ」

と皆から注意されますが、一向に謝ろうとはしません。 

 

 注意されても謝れない子 

 

・否定されない安心できる場であることを実感できるように、本 

人の得意なことや楽しめる活動をした。活動の中で好ましい声 

のかけ方や相手が言われて嬉しく感じる言葉かけの練習をした。 

・ソーシャルストーリーで相手の気持ちや好ましい関わり方につ 

いて考える時間をもった。 

通
級
指
導
教
室 

 

 【 Ｗさんの視点 】  【 教師の視点 】 

 次に勝てるように練習を頑張れば

いいと思って言っただけなのに。 

  きつい言い方をしたんだから、謝

るのが当然でしょ！ 

 

 

 

 

 ⒉ 要因 

⒈ 子供の様子 

⒊ 指導・支援のポイント 

⒋ 「通級指導教室」と「在籍学級」で連携した指導・支援の実践例 

納得していないことを謝ることは誰でも嫌なことです。状況や相手の気持

ちを理解して初めて自分の行動を振り返ることができます。本人の気持ちに

寄り添い、自ら変わっていこうとすることを大切にしたいですね。 

良いことを言ったつもりでいるＷさんは、周囲の人から注意される意味を理
解することができません。偉そうな口ぶりで皆の反感を買うようなことを言っ
たのに、一向に謝ろうとしないＷさんの態度を先生も許せません。 

本人の思いを確認した後、相手の気持ちやその場の状況について 

一緒に振り返り、自分で適切な対応を考えられよう支援する。 

ココダネ 

 
急に怒られて！

分かんない！ 

そうだね。 

びっくりしたね 

行動面－対人関係－事例 23 
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ה ⅜ ⌐ ≢⅝╢⅛⁸₈│™₉₈™™ⅎ₉≢ ⅎ╠╣╢╟℮

─⅛↑ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ≢ ╘╢╟℮⌐⇔√⁹ 

₈ה ⌐ ↓℮₉₈ủủ⁸╛∫≡ↄ╣╢ ₉⌂≥⁸ ⅜ ≢⅝╢

⅛↑─⸗♦ꜟ╩ ⅜ ─ √∟⌐ ∆↓≤≢⁸ ╕⇔™

⅛⅛╦╡ ≢ ╩⅛↑ ℮ √∟⅜ ⅎ√⁹ 

ה ≢ ⇔≡™╢♃▬ⱴכ╩ ⇔⁸ ⅜ ╦∫√

╠⁸ ─ ⅜ ⅛╢╟℮⌐♃▬ⱴכ╩☿♇♩⇔≡ ⌐ ╢╟℮

⌐ ↑╩ ℮⁹ 

 

 ↕╪  

╛ ⌂≥ ≢─ ≢│⁸ ⌐ ╤℮≤∆╢

≤ ─ ╡ ≢ ∟ ╕╡⁸ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝╕∑╪⁹™≈

╙ ≤ ╣√≤↓╤⌐™╕∆⁹ 

 

 ─ ⌐ ╣⌂™  

 

ה ╩ꜟכꜙ☺◔☻─ ⇔⁸ ⇔╩╙≈↓≤≢ ⇔≡

⌐ ≢⅝╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

ⱶ⌂≥⁸כ◕♪כⱶ╛Ⱳכ◕♪כ◌ה ╛∆╢↓≤⅜ ╕∫≡™

╢ ⌐ ⇔≡ ∆╢↓≤≢⁸ ╩ ⇔╗↓≤╩

⇔⁸ ⅜≈™√⁹ 
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 ₒ ↕╪─  ₓ  ₒ ─  ₓ 

 ⅜ ™╢⅛╠ ™⌂⁹ 

⅛⌐ ⅛ ╦╣√╠ ∞⌂⁹ 

  │ ╙ ⇔≡™╢─⌐⁹

≢ ═⌂™─⅛⌂  

 

 

 

 ᵺ  

ᵹ ─  

ᵻ ה ─ⱳ▬fi♩ 

ᵼ ₈ ₉≤₈ ₉≢ ⇔√ ה ─  

 ⌐ ⇔≡ ⌂ ∟╩╙≈ ⅜⁸ ™╕∆⁹ ⅜

⌂ ∟╩ ∫≡™╢↓≤╩ ⇔⁸ ⅛╠ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐

⇔≡™⅝╕⇔╞℮⁹ 

 ⇔≡ ∟⁸ ─ ⌐│ ≢⅝╕∆⅜⁸ ╣⌂™ √∟⅜
™╢ ╛ ≢│⁸ ⌂ ∟╩ ∫≡⇔╕℮ ≥╙╙™╕∆⁹ 

⌐ ≢─ ⌐ ∆╢╟℮⌐ ∆─≢│⌂ↄ⁸ ⅜  

⇔≡ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⌐ ⅎ╢⁹ 

◖◖♄Ⱡ 

 ⁸≥℮∙ 

  ありがとう 

 ⌐ ↓℮ 
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